
令和２年
台風第１4号に関する説明会

京都地方気象台

この資料は、10月9日11時開催の説明会時点の資料です。その時点の予想に基づいて作
成したものですので、最新の気象情報は、気象台ホームページから確認ください。

令和2年１０月９日



9日9時、強い台風第14号は、足摺岬の南の海上を北東に進んでいる。
今後、四国の南を北東から東北東に進み、強い勢力を保ったまま、10日
に近畿地方に接近する見込み。

台風は、京都府に10日朝から昼前に最も接近する見込み。前線や台風に
伴う雲域により10日にかけて雨が降り続くため大雨となるおそれがある。
雨のピークは、10日朝から昼前となる見込み。

台風が、北よりの進路予想を進んだ場合は、10日明け方からは、警報級
の大雨（土砂災害）となる可能性がある。

台風の接近とともに、北部では引き続き10日にかけて東よりから北より
の風が強い見込み。南部では9日昼過ぎから東よりの風が強まり、10日
は次第に北よりの風に変わり、強い見込み。

台風が進路予想の北側を進んだ場合は、南部では10日明け方に暴風域に
入る可能性がある。

強風、高波に注意。低い土地の浸水、土砂災害、河川の増水に十分注意。

台風第１4号の進路と影響のポイント

常に最新の気象情報をご利用ください。



９日6時の気圧配置と台風第14号の実況

気象衛星画像 10月9日09時

台風第14号に伴
う発達した雲域

地上天気図 10月9日06時

9日9時現在、強い台風第14号は、足摺岬の南南東約280kmにあり、ゆっくり北東
に進んでいる。
台風周辺に発達した雨雲が見られる。



凡例

• 10日にかけて四国の南を北東から東北東に進み、強い勢力を保ったまま
西日本に接近するおそれがある。

• 京都府には、10日朝から昼前に最も接近する見込み。

台風の中心が予報円に入る確率は70%です。 暴風域に入る確率(分布予報）

9日9時現在の進路予想（予報円の中心を通った場合）

10日09時
975hPa 

10日09時
975hPa 

11日09時
985hPa 

11日09時
985hPa 



台風第１4号による京都府への影響の見通し
京都地方気象台 (2020年10月9日09時現在)

注意報、警報の発表のタイミングは、注意報級、警報
級の現象となる３～６時間前となる。

舞鶴の高潮



台風第14号は、10日朝から昼前に京都府に最
も接近する見込み。台風が進路予想の北側を進
んだ場合は、南部では10日明け方から暴風域に
入る可能性があり、10日明け方からは警報級の
大雨となる可能性もある。また、高潮について
も、台風が進路予想の北側を進んだ場合は、注
意報級の可能性がある。
■雨

前線や台風に伴う雲域により10日にかけて雨
が降り続くため、大雨となるおそれがある。
■風
北部では10日にかけて東のち北よりの風が強

い見込み。
南部では9日昼過ぎから10日にかけて東のち

北よりの風が強い見込み。
■波

10日にかけて波が高い見込み。

防災事項

強風、高波に注意。低い土地の浸水、土砂災害、河
川の増水に十分注意。

最新の台風情報等に留意してください。
本資料に関する気象台への問い合わせ先 075-841-3008

最大風速

(最大瞬間

風速)

期間 9日 10日

北
部

陸
上

12 メートル
（25 メートル）

12 メートル
（25 メートル）

海
上

15メートル
（25 メートル）

15メートル
（25 メートル）

南部 12 メートル
（25 メートル）

12 メートル
（25 メートル）

波(最大)
期間 9日 10日

海上 3メートル 3メートル

ま と め
最大

24時間
降水量

期間 9日12時～10日12時

北部 80ミリ 南部 100ミリ

期間 10日12時～11日12時

北部 およそ50ミリ
南部 およそ50ミリ

最大
1時間
降水量

期間 9日 10日

北部20ミリ
南部20ミリ

北部20ミリ
南部20ミリ

潮位(最大)
期間 9～10日

北部 注意報級未満



報道機関の皆さまへのお願い
住民の皆さまへ以下の呼びかけにご協力をお願いします。

台風の接近に備えて

• 気象台が発表する警報・注意報など気象情報に留意するとともに、
市町村の避難勧告等に注意してください。

• 大雨による土砂災害・洪水・低い土地の浸水をはじめ、自分のいる
場所ではどのような災害が起こりやすいのかを予め確認し、明るい
うちに安全な場所に移動するなど、雨や風が強まる前に早め早めの
安全確保をお願いします。

• 屋外での作業や不要な外出は控え、急傾斜地や増水した河川・用水
路など危険な場所には絶対に近づかないようお願いします。

• 今後の台風の進み方によっては状況が変わってきますので、常に最
新の情報を利用してください



参考資料



命に危険が及ぶおそれがある場所

ハザードマップ等により、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の命に危険が及ぶおそれがある場所をあらかじめ確認しましょう。
土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度がどこで高まる予測となっているかを「危険度分布」の地図で確認することができます。
大雨により命に危険が及ぶおそれがある場所では、風雨が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。風雨が
強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することができます。

危険度分布

土砂災害

浸水害

洪水災害

災害の例

大雨による災害への備え

土砂災害警戒区域等

住宅の地下室や道路のアンダーパス等

浸水想定区域や山間部を流れる中小河川沿い等

１時間先までの予測

２時間先までの予測

３時間先までの予測



暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に危険が
及びます。
特に土砂災害や洪水、高潮のおそれがある区域では、
風雨が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。
風雨が強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報
で確認することができます。

※平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。

※ 人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。

※ 詳細は気象庁ホームページを御確認ください。（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html）

暴風による災害への備え

※ 内閣府政府広報オンラインより。



高波・高潮による災害への備え
台風の接近に伴い、沿岸では命に危険を及ぼすような高波や高潮のおそれがあります。特に、高潮で潮位が高くなって
いる時は、普段は波が来ないようなところまで波が押し寄せる事があります。むやみに海岸には近付かないでください。
高波や高潮に警戒が必要なタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することができます。
暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に危険が及ぶため、特に高潮時に浸水のおそれがあ
る区域では、風雨が強まる前のタイミングで対応をとることが重要です。

（平成16年台風第18号）

波浪・高潮注意報等で今後の推移について確認

予想潮位(高潮の高さ)

〇〇市

予想される波の高さ

※潮位が上昇する前に強い風が吹く予想

※高潮や高潮と重なり合った
高波による浸水に警戒

兵庫県芦屋市涼風町
海岸堤防を越えて流入する海水
写真：芦屋市提供

兵庫県芦屋市涼風町
住宅地の浸水
写真：芦屋市提供

高潮時に浸水のおそれがある区域

高波や高潮による
災害の事例



「危険度分布」の「濃い紫」が出現してからでは、重大な災害がすでに発生 している
可能性が高い極めて危険な状況となることから、できる限り早めの避難を心がけ、
遅くとも薄い紫が出現した段階で、（洪水害については河川水位などの現況も
確認した上で）速やかに避難開始の判断をすることが重要です。

「危険度分布」を活用して早めの避難を
土砂災害警戒
判定メッシュ情報

洪水警報の
危険度分布

大雨警報(浸水害)
の危険度分布



土砂災害警戒判定メッシュ情報 洪水警報の危険度分布

避難の判断には、土砂災害警戒判定メッシュ情報、浸水や洪水
の危険度分布をご活用ください。

7月6日22時50分」北部に特別警報を発表した時の土砂災害警戒判定メッシュ情報など ↓



スマートフォン等の位置情報機能を活用し、自分のいる場所の「危険度分布」を確認しましょう。

①気象庁ホームページ
のバナーをタップ

②現在位置取得
ボタンをタップ

自分のいる場所の「危険度分布」を確認しましょう。

③自分のいる場所
の危険度が表示

PC等で「お気に入り」に登録して活用できる、都道府県別の危険度分布等を簡単に表示できるURLも用意しています。



「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成
※1 夜間～翌日早朝に大雨警報(土砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル3）に相当します。
※2 暴風警報が発表されている際の高潮警報に切り替える可能性が高い注意報は、避難勧告（警戒レベル4）に相当します。

（参考）段階的に発表される防災気象情報の活用例
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（参考）「危険度分布」の通知サービスについて

※1 住民の主体的な避難の判断を支援する取組の一環として、気象庁の協力のもとで、以下のリンク先の５つの事業者が実施するものです。
（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html）。

※2 離れた場所に暮らしている家族に避難を呼びかけることにも活用いただくことができます。
※3 避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、近くの頑丈な建物の上の階などに

避難するなど、自らの判断でその時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

土砂災害や洪水等からの自主的な避難の判断に役立てていただくために、危険度が高まったときに
メールやスマホアプリでお知らせするプッシュ型の通知サービス※1を実施しています。
この通知は市町村からの避難勧告等よりも先に届く場合があります。このため、通知を
受信したときには、市町村からの避難勧告等を確認するとともに、避難勧告等が発令されて
いなくても、市町村内のどこで危険度が高まっているかを「危険度分布」の地図や河川の
水位情報等で確認することで、自主的な避難の判断※2・3に活用いただけます。
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○気象警報・注意報
（大雨、洪水、暴風、波浪、高潮などによる、災害のおそれを警告・注意するとともに、警報級の可能性を伝える）

https://www.jma.go.jp/jp/warn/

○各地の気象情報（気象概況や大雨の見通し）
https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/

○台風情報（台風の位置・強さ・速度などの解析・予報、大雨や暴風の見通し）
https://www.jma.go.jp/jp/typh/

https://www.jma.go.jp/jp/typh/typh_text.html

○指定河川洪水予報（国や自治体の管理する主な河川のはん濫の危険度を予測）
https://www.jma.go.jp/jp/flood/

○土砂災害警戒情報（避難勧告等の応急対応が必要な土砂災害への警戒を呼びかける）
https://www.jma.go.jp/jp/dosha/

○大雨・洪水警報の危険度分布（土砂災害、浸水害、洪水害の危険度分布（メッシュ情報）を表示）
https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/

○最新の気象データ（高解像度降水ナウキャスト、今後の雨、雨や風の観測データ）
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/

https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/pre_rct/index24_rct.html

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/wind_rct/index_mxwsp.html

今後の予想を含めた最新の情報の入手先

京都地方気象台への問い合わせ先
075-841-3006（防災管理官室）
075-841-3008（現業室）


